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□
日　

時　

11
月
３
日
（
日
）
午
前
９
時
～

11
時
半

　
　
　
　
　

受
付　

午
前
８
時
半
～

□
会　

場　

天
理
教
西
宇
和
分
教
会

□
参
加
費　

３
０
０
円
（
少
年
会
員
は
無
料
）

□
内　

容　

お
つ
と
め
、
諭
達
拝
読
、

　
　

教
会
本
部
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ビ
デ
オ

　
　

感
話
「
信
仰
の
喜
び
」

　
　
　
　

佐
野
真
知
子
さ
ん

　
　

船
場
大
教
会
、
南
児
分
教
会
よ
う
ぼ
く

　
　
　
　
　

サ
イ
ド
ト
ー
ク

※
駐
車
場
に
つ
い
て

  

西
宇
和
分
教
会
に
約
13
台
駐
車
で
き
ま
す
。

他
に
は　

市
営
駐
車
場
、
市
役
所
、
図
書
館

な
ど
を
ご
利
用
下
さ
い
。

※
こ
れ
ま
で
２
回
の
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日

は
午
後
で
し
た
が
、
今
回
は
午
前
で
す
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。

【
日　

時
】　

12
月
1
日
（
日
）
午
後
1
時
～
4
時

○
会　

場　

天
理
教
愛
媛
教
務
支
庁

○
参
加
御
供　

３
０
０
円
（
小
学
生
以
下
は
無
し
）

○
内　

容　

お
つ
と
め

持
ち
物　

ハ
ッ
ピ
、
白
足
袋　

服
装
は
、
黒
っ
ぽ
い
ス
カ
ー
ト
か
パ
ン
ツ
。
上
着
は
な
ん
で
も
可

※
託
児
あ
り
ま
す
。

※
南
予
ブ
ロ
ッ
ク
（
4
支
部
）
は
、
九
か
ら
十
二
下
り
を
つ
と
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
つ
と
め
後
ビ
ン
ゴ
大
会
が
あ
り
ま
す
。（
子
供
も
含
め
全
員
で
）

※
昼
食
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

終
了
後
、
お
下
が
り
の
パ
ン
と
ジ
ュ
ー
ス
を
い
た
だ
け
ま
す
（
子

供
も
あ
り
）

若
い
方
が
集
う
、
活
気
あ
ふ
れ
る
総
会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
伊
住
希
恵
ま
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。　
　
　
　
　全

教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー
が
９
月
28
日
か
ら
30

日
の
3
日
間
、
行
わ
れ
ま
し
た
。
ワ
ゴ
ン
車
2
台

に
そ
れ
ぞ
れ
ス
ピ
ー
カ
ー
を
取
り
付
け
、
支
部
内

の
教
会
を
拠
点
に
神
名
流
し
、
路
傍
講
演
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
配
り
な
ど
布
教
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

参
加
者
は
の
べ
52
名
で
し
た
。　

※
裏
面
に
写
真

あ
り
。
来
月
号
に
も
写
真
掲
載
予
定
で
す
。

1
日
（
金
）
9
時
30
分

・
支
部
に
を
い
が
け

　
　

保
内
分
教
会

3
日
（
日
）
午
前
9
時
～
11
時
半

　

よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日　

西
宇
和

7
日
（
木
）
午
後
1
時

・
支
部
例
会
　
　
和
之
元

10
日
（
日
）　
午
前
8
時

・
ハ
ー
ト
ク
リ
ー
ン

　
　
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

12
日
（
火
）　
午
前
9
時

・
少
年
ホ
ー
ム
ひ
の
き
し
ん

　
1
班　

教
区
・
支
部　

11
月
予
定
表

天
理
時
報
手
配
り
の
予
定

　

11
月
の
手
配
り
の
予
定
で
す
。

・
6
日
号　

1
日
（
金
）
到
着
予
定

・
13
日
号　

8
日
（
金
）
到
着
予
定

・
20
日
号　

次
号
と
合
併
で
無
し　

・
27
日
号　

22
日
（
金
）
到
着
予
定

第
３
回
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日

の
ご
案
内

婦
人
会
教
区
女
子
青
年
お
つ
と
め
総
会

支
部
に
を
い
が
け
キ
ャ
ラ
バ
ン

「見せばや （ミセバヤ）」　　 
ミセバヤはベンケイソウ科ムラサ
キベンケイソウ属の多肉性宿根
草で、和州金峰山などの深山に自
生すること、鉢植え植物として広
く愛好されたこと、吉野山の僧侶
がこの花を和歌の師匠に見せたい

（＝見せばや）と思ったことがこ
の名の由来。花言葉の「大切なあ

なた」は、恩師に美しい花を贈ったという花名に関す
る言い伝えにちなむ。 「つつましさ」は、長い雄しべ
を持つ花が、繊細で女性的な花姿に見えることから。 
日本では古くから栽培され、古典園芸のひとつにもな
っている。秋の終わりには葉が紅葉し、春を待つ冬芽
も淡緑色で美しく一年を通して楽しめる。 支部情報ねっとへの QR

コード　→
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支部活動記録　立教 187 年 9 月
【
編
集
後
記
】
元
日
の
地
震
に
続
い
て
能
登

半
島
を
襲
っ
た
豪
雨
は
、
生
活
再
建
へ
の
努

力
を
続
け
て
い
た
被
災
者
へ
の
無
情
な
追
い

打
ち
と
な
っ
た
。
仮
設
住
宅
の
入
居
基
準
に

満
た
な
い
「
準
半
壊
」
の
住
宅
に
大
量
の
雨

水
や
土
砂
が
押
し
寄
せ
る
二
重
被
災
が
複
数

の
地
域
で
発
生
。
何
と
か
命
が
助
か
っ
た
人

た
ち
は
少
し
ず
つ
、
片
付
け
を
続
け
て
イ
ン

フ
ラ
も
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
ん
な

中
、
あ
ま
り
の
こ
と
に
気
力
を
失
い
、
ど
う

し
て
と
い
う
思
い
で
立
ち
す
く
み
、
雨
が
降

る
た
び
に
状
況
が
後
戻
り
し
な
い
か
不
安
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
、
政
治
資
金
問
題
か

ら
自
民
党
総
裁
選
が
行
わ
れ
内
閣
が
一
新
さ

れ
た
。
国
民
の
信
を
問
う
と
衆
議
院
議
員
選

挙
が
始
ま
り
、
27
日
が
投
票
日
だ
。
災
救
隊

に
よ
る
救
援
活
動
や
被
災
者
の
心
の
癒
し
に

と
天
理
大
雅
楽
部
の
演
奏
や
舞
が
行
わ
れ
た

と
天
理
時
報
で
知
っ
た
。
私
達
に
で
き
る
こ

と
、
せ
め
て
被
災
地
で
懸
命
に
暮
ら
す
人
々

の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
（
陽
）

月日 活　動 場所 人数

8/1 支部にをいが
け 三机 10 名

ハートクリー
ン 市内 名

9/8 ハートクリー
ン

ぽけっ
と P 7 名

9/12 少年ホーム
ひのきしん 5 名

に
を
い
が
け
キ
ャ
ラ
バ
ン　

布
教
に
勤
し
む
勇
姿

【CM】貸し切りバスは　八幡浜観光バス（株）℡（0894）36-0868　八幡浜市保内町喜木１番耕地 116-1

※どうぞお気軽にご参加ください。詳細
はお近くの教会にお問い合わせ下さい。

【少年会便り】
　今年の少年会愛媛教区団おつとめ総会は 11 月
24 日にです。南予は 11、12 下りが担当です。


